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亡

出

 

女

死

転

 

「I
ー 

【‘。 
h'u 

生

入

 

空
手
で
心
身
の
鍛
錬
を
刀
【
 

強

靭

な

体

は

幼

児

の

頃

か

ら

養

わ

れ

る

。

 

た

く

ま

し

く

育

つ

 

ち

び

っ

子

た

ち

 

「
ヤ
ー
」
チ
ビ
ッ
子
た
ち
の
 

元
気
な
気
合
が
道
場
い
っ
ぱ
い
 

に
ひ
ろ
が
る
。
 

寒
さ
吹
き
飛
ば
し
空
手
の
け
 

い
こ
に
励
む
姿
は
昔
な
が
ら
の
 

子
供
は
風
の
子
、
元
気
な
子
「
 

イ
ッ
チ
ニ
ー
サ
ン
・
こ
金
田
町
 

東
金
田
稲
荷
神
社
で
は
、
毎
週
 

月
、
水
、
金
曜
日
に
な
る
と
静
 

か
な
境
内
に
小
，
中
学
生
、
大
 

人
の
元
気
な
掛
け
声
が
響
く
。
 

心
身
鍛
錬
非
行
防
止
に
役
立
 

て
よ
う
と
開
い
て
い
る
空
手
教
 

室
風
景
。
空
手
道
心
得
と
は
学
 

業
並
び
に
職
務
を
通
し
て
正
し
 

く
強
く
明
る
く
各
々
が
衆
に
模
 

範
た
ら
ん
と
心
懸
け
何
事
も
終
 

始
一
貫
誠
意
を
つ
く
す
と
い
う
 

こ
と
で
あ
る
。
 

最
近
親
達
の
間
で
も
子
供
が
 

規
律
正
し
く
な
っ
た
と
好
評
、
 

タ
方
空
手
衣
を
替
え
た
子
供
達
 

は
道
場
の
稲
荷
社
拝
殿
で
ま
ず
 

練
習
「
腰
を
入
れ
て
」
 
「
気
合
 

が
入
っ
て
い
な
い
」
と
指
導
員
 

の
大
き
な
声
が
響
く
、
始
め
た
 

こ
ろ
は
甘
え
が
出
て
い
た
子
供
 

達
も
今
で
は
礼
儀
正
し
く
な
り
 

規
律
が
出
来
て
き
た
と
指
導
員
 

は
子
供
達
の
精
神
的
な
成
長
を
 

喜
ぶ
組
手
練
習
で
は
子
供
達
は
 

物
お
じ
せ
ず
フ
ァ
イ
ト
む
き
出
 

し
で
指
導
員
に
挑
む
。
 

小
学
校
五
年
生
白
水
正
博
君
 

は
初
め
は
苦
し
か
っ
た
が
、
今
 

は
楽
し
い
、
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
 

続
け
て
い
き
た
い
と
息
を
は
ず
 

ま
せ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
話
し
 

て
い
る
。
 

空
手
道
は
各
種
の
武
道
中
、
 

そ
の
発
展
は
日
と
共
に
盛
ん
な
 

も
の
が
あ
り
各
年
代
各
階
層
を
 

通
じ
て
そ
の
愛
好
者
は
想
像
も
 

出
来
な
い
程
多
数
に
の
ぼ
っ
て
 

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
 

身
に
寸
鉄
を
帯
び
す
力
と
技
 

の
あ
り
っ
た
け
を
傾
け
て
リ
ン
 

グ
内
で
優
劣
を
争
う
格
斗
技
は
 

ま
こ
と
に
壮
快
そ
の
も
の
で
あ
 

る。 美
し
い
態
度
も
し
ば
し
ば
見
 

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
ス
ポ
ー
ッ
格
 

斗
技
の
良
さ
が
あ
る
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

空
手
と
は
人
に
打
た
れ
ず
人
 

打
た
ず
事
の
な
き
を
基
と
す
る
 

な
り
精
神
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
青
少
年
よ
り
 

老
人
ま
で
男
女
と
わ
ず
健
康
の
 

為
に
も
入
門
し
ま
し
よ
う
0
 

各
大
会
は
次
の
通
り
と
な
っ
 

て
い
ま
す
．
 

試
合
に
続
々
と
参
加
致
し
ま
 

す
の
で
、
振
っ
て
入
門
下
さ
 

い。 （

大

会

期

日

）

 

三
月
二
十
五
日
 

第
六
回
全
日
本
実
戦
空
手
選
抜
 

大
会
 

四
月
二
＋
九
日
 

福
岡
市
ち
び
っ
こ
空
手
大
会
 

五
月
十
三
日
 

北
九
州
ら
び
っ
こ
空
手
大
会
 

五
月
二
十
七
日
 

北
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
 

六
月
十
七
日
 

第
六
回
全
H
本
実
戦
空
手
大
令
 

七
月
二
十
二
日
 

全
日
本
青
少
年
空
手
道
大
会
 

八
月
五
日
 

南
九
州
実
戦
空
手
選
抜
大
会
 

八
月
二
十
六
日
 

関
東
甲
信
越
実
戦
空
手
選
抜
天
 

A
云
 

十
月
二
十
八
日
 

第
七
回
全
日
本
実
戦
空
手
選
抜
 

大
会
 十

一
月
十
一
日
 

北
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
 

以
上
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

練
 
習
 
日
 
時
 

毎
週
月
、
水
、
金
 

午
後
七
時
よ
り
九
時
ま
で
 

道
 

場
 

問
 

勝
 
正
 

電
話
②
一
一
六
七
番
 

吉
 
田
 
全
 
満
 

電

話

②

 三
五
一
八
番
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町
 

田
 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
⑨

 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

へ 

生
 
活
 
環
 
境
 

同
和
地
区
が
し
ば
し
ば
低
所
 

得
層
密
集
地
区
（
ス
ラ
ム
）
 
と
 

同
一
視
さ
れ
る
の
は
、
外
見
的
 

生
活
条
件
が
き
わ
め
て
劣
っ
て
 

い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

道
路
お
よ
び
下
排
水
路
は
一
 

般
に
未
整
備
で
、
保
健
衛
生
や
 

火
災
防
止
上
危
険
な
ど
の
点
か
 

ら
も
改
善
の
余
地
が
十
分
に
あ
 

る。 ま
た
、
路
上
の
街
灯
設
置
に
 

つ
い
て
も
、
設
備
さ
れ
た
地
区
 

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
 

し
尿
と
塵
芥
の
場
合
、
次
第
 

に
整
備
さ
れ
、
 
一
般
市
街
地
な
 

み
に
な
っ
て
い
る
が
、
農
漁
村
 

の
場
合
不
完
全
な
も
の
が
多
く
 

こ
と
に
、
塵
芥
の
放
置
、
あ
る
 

い
は
、
そ
の
不
完
全
な
処
理
が
 

金
 
地
区
内
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
 

、

．

 

し
 

第1 72 号 号
 

〔
乙
 

7
ー
 

第
 

報
 

住
宅
状
況
は
、
改
良
住
宅
の
 

増
設
に
よ
る
整
備
が
か
な
り
進
 

行
し
て
い
る
地
区
が
見
ら
れ
る
 

が
、
不
良
の
木
造
過
密
住
宅
の
 

ま
ま
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
場
 

合
が
多
い
。
 

ト
、
生
 
活
 
水
 
準
 

同
和
地
区
住
民
の
所
得
水
準
 

は
一
般
に
低
く
、
ま
た
、
そ
の
 

向
上
は
先
に
み
た
地
区
産
業
、
 

職
業
構
成
の
特
徴
か
ら
も
明
ら
 

か
な
よ
う
に
か
な
り
困
難
な
状
 

況
に
あ
る
．
 

同
和
地
区
人
ロ
の
多
く
は
単
 

純
労
働
、
不
定
期
労
働
に
従
事
 

し、 

月
収
額
は
、
 

少
な
く
、
 

し
か
も
一
定
し
な
い
場
合
が
多
 

い。 月
収
は
都
市
、
農
村
地
区
と
 

も
に
、
家
族
的
就
労
に
よ
る
場
 

合
が
多
い
。
 

す
な
わ
ち
、
収
入
は
世
帯
主
 

の
み
に
依
存
す
る
こ
と
が
少
な
 

く
配
偶
者
あ
る
い
は
同
居
家
族
 

員
の
個
別
的
就
労
に
よ
る
複
合
 

的
収
入
形
態
の
場
合
が
多
い
。
 

支
出
に
つ
い
て
は
、
収
入
額
 

な
い
し
は
そ
れ
を
超
え
る
場
合
 

が
多
く
み
ら
れ
る
。
 

し
か
も
、
限
ら
れ
た
収
入
を
 

無
計
画
に
支
出
す
る
と
い
う
傾
 

向
が
み
ら
れ
る
。
 

エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
き
わ
め
て
 

高
い
の
も
ー
つ
の
特
徴
で
あ
 

る。 収
入
形
態
に
つ
い
て
は
、
家
 

族
員
の
勤
労
収
入
な
い
し
は
一
 

部
に
単
独
の
自
営
に
よ
る
世
帯
 

が
多
い
が
二
人
以
上
の
家
族
、
 

生
活
福
祉
に
関
す
る
同
和
地
区
 

住
民
の
積
極
的
た
働
き
か
け
は
 

き
わ
め
て
部
分
的
、
 
一
時
的
で
 

あ
る
。
 

た
と
え
ば
、
地
区
内
の
青
年
 

団
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
 

子
供
会
そ
の
他
の
地
域
団
体
へ
 

の
積
極
的
な
関
心
と
参
加
は
消
 

極
的
で
あ
る
。
 

そ
う
し
た
地
域
団
体
は
、
地
 

区
住
民
の
積
極
的
な
参
加
を
う
 

な
が
し
、
十
分
な
か
つ
関
心
を
 

そ
そ
る
機
能
を
も
た
な
い
。
 

ず
た
地
区
内
に
お
け
る
福
祉
 

活
動
の
専
門
的
従
事
者
に
よ
る
 

適
切
な
指
導
も
な
い
場
合
が
多
 

い。 
チ

、

同

和

問

題

意

識

 

「
差
別
」
に
関
す
る
人
権
意
 

識
に
関
し
て
は
、
 
】
般
地
区
に
 

お
い
て
、
同
和
問
題
の
認
識
の
 

不
足
が
強
く
指
摘
さ
れ
る
。
 

し
か
も
、
 

一
般
地
区
住
民
の
 

間
に
か
な
り
の
誤
解
や
偏
見
が
 

残
さ
れ
て
お
り
、
性
、
年
齢
階
 

層
、
あ
る
い
は
地
方
に
よ
っ
て
 

は
、
ま
だ
強
い
「
差
別
感
情
」
 

が
残
存
し
て
い
る
。
 

一
般
の
人
々
に
は
「
結
婚
、
 

就
職
に
際
し
て
、
今
日
、
憲
法
 

に
保
障
さ
た
基
本
的
人
権
が
す
 

で
に
保
障
さ
れ
て
い
る
」
と
す
 

る
も
の
、
つ
ま
り
「
部
落
の
有
 

無
に
拘
わ
ら
ず
人
権
の
侵
害
は
 

な
い
」
と
す
る
が
、
同
和
地
区
 

住
民
の
場
合
は
結
婚
、
就
職
に
 

際
し
て
、
す
で
に
直
接
的
な
差
 

別
経
験
を
も
っ
た
こ
と
に
よ
り
 

「
人
権
は
守
ら
れ
て
い
な
い
」
 

と
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
 

就
職
、
結
婚
に
際
し
て
の
差
 

別
経
験
者
が
こ
と
に
多
く
、
し
 

か
も
、
性
別
、
年
齢
別
に
か
か
 

わ
り
な
く
何
ら
か
の
直
接
的
な
 

差
別
を
経
験
し
て
い
る
。
 

ま
た
地
区
周
辺
の
一
般
住
民
 

の
間
に
は
、
た
と
え
直
接
的
な
 

差
別
言
動
の
表
示
が
な
く
な
っ
 

て
も
な
お
「
差
別
は
残
る
」
と
 

い
う
者
、
あ
る
い
は
、
 

「
差
別
 

は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
施
策
を
 

通
じ
て
も
解
決
さ
れ
な
い
」
と
 

考
え
る
者
も
み
ら
れ
た
。
 

（
つ
づ
く
）
 

四
月
八
日
は
県
知
事
、
 

県
議
会
議
員
選
挙
 

四
月
ニ
十
二
日
は
町
議
会
議
員
選
挙
 

投

票

所

は

金

田

町

役

場

 

今
年
は
、
四
年
に
一
度
の
統
 

一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
 

今
回
の
統
一
地
方
選
挙
の
投
 

票
日
（
県
知
事
、
県
議
会
議
員
 

選
挙
）
は
、
四
月
八
日
（
日
）
 

町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
 

四
月
二
十
二
日
（
日
）
 
で
す
。
 

⑥
選
挙
人
名
簿
に
の
っ
て
い
ま
 

す
か
。
 

年
令
満
二
＋
歳
以
上
の
日
本
 

国
民
は
す
べ
て
、
選
挙
権
を
も
 

っ
て
い
ま
す
が
市
町
村
の
選
挙
 

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ぱ
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

金
田
町
の
区
域
内
に
住
所
が
 

あ
る
方
で
、
投
票
す
る
た
め
に
 

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成
 

す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

年
令
要
件
は
、
県
知
事
、
県
 

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
昭
和
一
1
1
 

十
四
年
四
月
九
日
ま
で
に
生
れ
 

た
者
、
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
 

昭
和
三
＋
四
年
四
月
二
十
三
日
 

ま
で
に
生
れ
た
者
で
す
。
 

⑥

不

在

者

投

票

 

不
在
者
投
票
、
県
知
事
選
挙
 

は
、
告
示
日
の
三
月
十
四
日
か
 

ら
、
四
月
七
日
ま
で
で
す
。
 

県
議
会
議
員
選
挙
は
、
告
示
 

日
の
三
月
二
十
七
日
よ
り
四
月
 

七
日
ま
で
で
す
。
 

町
議
会
議
員
選
挙
は
、
告
示
 

日
の
四
月
十
五
日
か
ら
四
月
一
一
 

十
一
日
ま
で
で
す
。
 

投
票
日
に
仕
事
な
ど
の
「
や
 

む
を
得
な
い
事
情
で
投
果
所
に
 

行
け
な
い
方
の
た
め
に
」
不
在
 

者
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

選
挙
人
（
有
権
者
）
が
投
票
 

区
の
区
域
外
で
職
務
に
従
事
中
 

で
あ
る
場
合
、
病
気
、
旅
行
、
 

出
産
な
ど
の
た
め
、
投
票
日
に
 

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
前
 

も
つ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
人
は
、
告
示
日
の
 

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
 

間
に
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
、
 

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
 

員
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

⑥
 
投
 
票
 
所
 

四
月
八
日
の
県
知
事
、
県
議
 

会
議
員
選
挙
お
よ
び
四
月
二
十
 

二
日
の
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
 

票
所
は
、
金
田
町
役
場
庁
舎
（
 

小
学
校
体
育
館
は
、
改
築
工
事
 

の
た
の
使
用
出
来
ま
せ
ん
）
 

町は明る く 

選挙は清 く 

そ
 
の
 
一 
杯
 

断
 
わ
 
る
 
勇

気

 が
 

事

故

 

筑
豊
地
区
婦
人
少
年
少
女
 

バ
ド
III
ン
ト
ン
大
会
開
催
さ
る
ク
 

去
る
三
月
十
一
日
、
直
方
市
 

体
青
館
に
お
き
ま
し
て
、
毎
年
 

恒
例
の
筑
豊
地
区
婦
人
少
年
少
 

女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
実
施
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
今
年
も
本
町
よ
り
バ
ド
 

、
、
、
ン
ト
ン
協
力
の
各
選
手
が
参
 

加
し
ま
し
た
。
 

試

合

内

容

 

少
女
の
部
 
シ
ン
グ
ル
ス
 

小

学

生

の

部

 

一
位
 

平
 
井
 
扶
由
子
 

田
 

三
位
 

昭和54年4月1日 金 

一 中 
位学 

生 
桑平 三桑 の 

部 
野井 村野 

ダ 
典扶 紀成 ブ 

由 ル 
子子 代美 ス 
組 組 

中
 
央
 

公
 

民
 
館
 

シ
ン
グ
ル
ス
 

」
位
 
桑
 
野
 
成
 
美
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
 

方
で
も
会
員
の
募
集
を
や
っ
て
 

お
り
ま
す
の
で
子
供
か
ら
大
人
 

ま
で
ど
し
ど
し
申
し
込
み
下
さ
 

、

。

 

し
 連

絡
先
 
平
 
井
 
誠
 

一 

電

話

②

〇

O
九
二
番
 

・
で
ニ
三
一
一
「
！
ニ
「
」
！
『
・
「
二
こ
・
・
「
一
ニ
一
・
・
「
ニ
？
・
二
一
ニ
「
：
「
一
「
「
「
：
r
 

踏
切
で
は
必
ず
 

一
旦
停
止
、
左
右
 

確
 
認
 
を
 

」ニ「 

l
f
 
l
ニ
！
七
・
ニ
7

・
ニ
ご
：
ニ
ニ
一
・
・
三
こ
・
一
三
ー
プ
『
て
三
・
・
 

◆
あ
な
た
は
ェ
ン
ス
ト
、
落
輪
 

の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

踏
切
で
ェ
ン
ス
ト
、
落
輪
し
 

た
 

わ
て
ず
列
車
を
止
め
 

ま
ー
・
a
う。 

車
に
備
付
け
の
「
発
え
ん
筒
 

」
を
た
い
て
右
左
へ
走
っ
て
 

下
さ
い
。
 

◆
こ
存
知
で
す
か
、
踏
切
非
常
 

ボ
タ
ン
を
警
報
機
の
あ
る
踏
 

切
に
は
、
ほ
と
ん
ど
非
常
ボ
 

タ
ン
を
つ
け
て
い
ま
す
。
 

エ
ン
ス
ト
、
落
輪
し
た
ら
水
 

色
ボ
ッ
ク
ス
の
非
常
ボ
タ
ン
 

を
押
し
て
下
さ
い
。
 

列
車
は
止
り
ま
す
。
 

◆
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
へ
 

踏
切
は
一
時
停
止
し
て
右
左
 

を
確
か
め
て
通
り
ま
し
 
よ
 

」つ。 

踏
切
不
停
止
、
右
左
不
確
認
 

の
違
反
を
し
ま
す
と
反
則
金
 

を
と
ら
れ
ま
す
。
 

鯉
の
ほ
り
し
電
線
に
 

ふ
れ
な
い
よ
う
 

，
、
，
！
【
！
一
●
、
、
；
「
」
！
了
 
、
 こ

注
意
下
さ
い
 

、
・
【
昌
F
・
、
く
・
ニ
三
了
、
‘
三
三
●
、
‘
1
・三
！7
、
‘
、
・
三
三
・
、
 

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
物
詩
 

鯉
の
ぼ
り
も
電
線
の
近
く
で
泳
 

が
せ
る
と
思
わ
ぬ
感
電
事
故
に
 

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
よ
 

う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
 

‘し ◆
電
線
に
ふ
れ
ろ
場
合
に
、
鯉
 

の
ぼ
り
を
立
て
な
い
よ
う
に
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
鯉
の
ぼ
り
の
支
柱
を
立
て
た
 

り
倒
し
た
り
す
る
と
き
、
電
 

線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
 

て
下
さ
い
。
 

◆
も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
、
 

電
柱
に
引
っ
か
か
っ
た
場
合
 

は
、
自
分
で
電
柱
に
登
っ
た
 

り
、
物
千
ぎ
お
で
と
り
は
ず
 

し
た
り
せ
ず
、
す
ぐ
お
近
く
 

の
九
州
電
力
営
業
所
へ
ご
連
 

絡
く
だ
さ
い
。
 

四
 
月
 
詠
 
草
 

公

民

 館

短

歌

教

室

 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

二
次
会
に
小
さ
き
割
烹
を
訪
ね
 

来
ぬ
 

葦
平
と
寒
吉
を
識
る
マ
 

ダ
ム
の
居
て
 

室
 

‘ト・ョ 

、
‘
 

ぐ

み

よ

う

じ

 

α
 
弘
明
寺
駅
の
ホ
ー
ム
に
停
て
ば
 

観
音
の
 
香
の
匂
ひ
て
み
ち
び
 

き
う
れ
し
 

藤
林
 
俊
信
 

中
村
 
繁
生
 

福
原
 
照
子
 

見
苦
し
き
死
に
ぎ
ま
人
に
見
せ
 
十
年
を
父
看
と
り
来
し
老
い
母
 
育
ち
ゆ
き
我
の
母
校
で
お
ど
り
 

ざ
り
と
 
硬
骨
の
老
友
は
勢
ご
 

が
 
疲
れ
し
声
で
吾
を
叱
れ
り
 
る
る
 

吾
子
の
姿
に
夫
笑
み
て
 

み
て
云
ふ
 

を
り
 

福
田
 

昌
 

藤
本
 
唯
彦
 

高
木
美
代
子
 

砿
害
に
ゆ
る
び
し
壁
の
す
き
間
 

よ
り
 
も
る
る
酉
日
が
枕
辺
に
 

射
す
 

阿
部
 
重
宏
 

老
い
の
身
と
云
ふ
ほ
ど
の
齢
に
 

あ
ら
ね
ど
も
 
今
日
の
寒
さ
は
 

骨
身
に
こ
た
ゆ
 

古
び
た
る
包
み
を
解
け
ば
育
ち
 

ゅ
く
 

幼
き
頃
の
子
の
記
録
出
 

Jつ
 

小
野
ト
メ
子
 

責
任
を
果
し
お
え
た
る
安
心
か
 

汽
車
の
中
に
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
 

む
 

童
顔
の
残
り
し
ま
ま
に
生
徒
等
 

菊
池
 

一
枝
 

は
 

見
上
ぐ
る
c

と
く
な
り
て
 

春
雨
に
黒
光
り
見
す
貯
炭
場
の
 

巣
立
ち
ぬ
 

石
を
拾
ひ
し
戦
後
お
も
ほ
ゆ
 

並
川
 
君
子
 

ひ
と
と
き
の
集
ひ
楽
し
き
友
な
 

れ
ば
 

別
れ
て
淋
し
い
つ
の
日
 

か
逢
へ
る
 

画
翻
需
濯
 

‘似が”一 

「璽W
湖
 

一
 
一
 

4
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 
卯
月
（
う
ず
き
）
 

う
ず
き
の
花
の
咲
く
月
、
卯
花
月
を
略
し
た
も
の
 

7
 
日
 
世
界
保
健
デ
ー
 

8
 

日
 
県
知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
 

れ
 
日
 

20 

日
 

22 

日
 

25 

日
 

29 

日
 

婦
人
の
日
、
婦
人
週
間
 

乳
 
児
 
検
 
診
 

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

天

皇

誕

生

日

 

、．寧糾らない’求め養l, 

ぜら戸讐まちを 

!
 
《
 
一
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

一
 

春
の
月
 

一

 

、

野

 

克
芳
 

）
十
階
に
旅
の
温
泉
を
浴
び
 

『 

春
時
雨
 

》 

桑
野
つ
る
絵
 

（ 
慈
母
観
世
縄
れ
ば
は
ふ
る
 

一 

花
の
雨
 

一 

吉
武
善
次
郎
 

（ 
縁
に
出
て
じ
ゃ
れ
る
仔
猫
と
 

（ 

日
向
ぼ
こ
 

》 

斉
藤
ナ
ミ
子
 

さ 

を

断

 つ
 

一

ー

，

ー

％

ニ

ー

ー

？

f

子i
．

 

ー
ー
ー
二
二
？
ー
？
三
．
！
ー
ー
ー
ー
％
％
ー
、
 

“
金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

亀
田
・
ン
ノ
ブ
い
 

立
春
に
 
」
令
を
祝
う
 

一 

ぞ
う
に
煮
る
一
 

宇
野
か
な
女
一
 

姑
看
取
る
礎
の
残
雪
 

」 

踏
み
し
め
て
 

“ 
《
 

【
短
歌
】
 

一
 

桑
野
つ
る
絵
一
 

と
も
す
れ
ぱ
緩
み
心
の
春
》
 

暁
に
 
勤
め
と
聞
く
神
鼓
」
 

の
響
き
 

《 

辰
島
 
宗
一
 

《 

い

に

し

え

 

一
 

昔
は
 

五
平
太
舟
も
下
り
「
 

た
る
 
英
彦
の
流
れ
 
活

一

 

れ
て
空
し
く
 

一 

亀
田
シ
ノ
プ
ー
 

” 
二
分
咲
き
に
鷲
招
ね
く
 

東
風
に
 
福
智
の
峰
の
雲
一
 

一 

梅
の
花
 

流
れ
 

青
葉
繋
争
え
一
 

「 

和
田
 

玉
吉
 

出
ず
春
を
 

？ 
幸
せ
を
 
感
謝
の
気
持
 

（ 

世
の
人
に
 

》
 
一
 
一
 

『
？
」
‘
・
5
，
二
・
‘
;
:
！
、
‘
．
！
・
；
・
？
・
二
‘
，
.
％
・
子
；
、
・
！
、
‘
．
！
二
『
？
‘
．
・
5
．二・・． 

一
 ～ 

【
俳
句
】
 

》 

辰
島
 
宗
一
 

》
書
疲
れ
の
目
を
遊
ば
す
る
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円 円 

金
田
町
役
場
 

東
金
田
六
角
恒
子
宅
前
 

午
前
 -
4
- 
【
8
1
 
-
1
- 

8
 

人
見
公
民
館
 

午
前
を
早
早
ー
一
呂
 

福
丸
公
民
館
 

午
前
 -
4
- 
」
C
1
主
一
8
 

南
木
公
民
館
 

午
前
乃
「
C
ー
士
昔
 

時
 
間
 
及
 
び
 
場
 
所
 

午
前
 -
4
- 

C::
, 

呂
 

上
金
田
公
民
館
 

午
後
「
8
1
誉
8
 

神
崎
第
二
公
民
館
 

午
後
一
？
8
1
一」ら口 

料 

昭
和
五
十
四
年
度
春
期
犬
の
登
録
 

並
び
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
 

通
り
行
い
ま
す
 

住

民

課

保

健

係

 ◆
生
後
九
十
一
日
以
上
に
達
し
 

た
犬
は
毎
年
登
録
を
受
け
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

◆
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
よ
 

・つ。 

◆
犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
よ
ー
つ
。
 

◆
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
 

必
ら
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 

動
物
保
護
管
理
条
例
に
つ
い
て
 

最
近
、
多
く
の
種
類
の
動
物
 
の
道
路
、
公
園
、
広
場
そ
の
他
 

が
ペ
 
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
 

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
 

る
が
、
こ
れ
ら
の
動
物
に
よ
る
 

建
物
を
汚
物
で
汚
し
た
り
、
 

人
身
事
故
が
相
次
ぎ
発
生
し
て
 

損
傷
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
 

い
ま
す
。
 

に
す
る
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
 

な
ど
を
飼
い
主
は
守
ら
な
け
 

る
た
め
動
物
の
適
止
な
飼
い
方
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
ど
を
定
め
た
福
岡
県
動
物
保
 
⑥
飼
い
犬
は
常
に
け
い
留
し
て
 

護
管
理
条
例
が
四
月
一
日
か
ら
 

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
 

施
行
さ
れ
ま
す
。
 

⑥
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ク
マ
、
 

こ
の
条
例
の
主
な
内
容
は
次
 

ワ
ニ
、
大
型
ヘ
ビ
等
危
険
な
 

の
と
お
り
で
す
。
 

動
物
を
飼
養
す
る
場
合
は
、
 

＠
条
例
り
対
象
と
な
る
動
物
は
 

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
 

人
が
飼
養
す
る
ほ
乳
類
、
鳥
 

ま
せ
ん
。
 

類
、
は
虫
類
（
ワ
ニ
、
ヘ
ビ
 

⑥
動
物
販
売
業
者
は
、
届
出
を
 

等
）
で
こ
れ
ら
の
飼
養
に
つ
 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

い
て
は
、
 

⑥
飼
養
し
て
い
る
動
物
が
人
に
 

m
動
物
の
習
性
に
合
っ
た
施
設
 

危
害
を
加
え
た
と
き
は
、
届
 

で
発
育
状
況
等
に
応
じ
て
適
 

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

正
に
飼
料
、
水
を
与
え
る
。
 

ん。 

m
動
物
の
寄
生
虫
の
防
除
、
疾
 
⑥
こ
れ
ら
の
義
務
違
反
者
に
は
 

病
の
予
防
等
日
常
の
健
康
管
 

罰
則
の
適
用
を
受
け
る
も
の
 

理
に
努
め
る
。
 

も
あ
り
ま
す
。
な
お
く
わ
し
 

⑧
汚
物
の
適
正
処
理
で
悪
臭
等
 

い
こ
と
は
、
田
川
保
健
所
へ
 

の
発
生
を
防
止
す
る
。
 

お
尋
ね
下
さ
い
。
 

電
話
（
O
詣
茜
）
④
〇
六
六
六
番
 

胃
の
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う
 

実
施
日
時
 
四
月
二
日
 

個
人
負
担
 

一
、
三
五
〇
円
 

午
前
九
時
よ
り
 

町

負

担

 
一
、
三
五
〇
円
 

十
時
三
十
分
迄
 

中
し
込
み
締
切
 
三
月
三
十
一
 

場
 

所
 

金
田
町
中
央
公
民
 

日
午
前
中
ま
で
 

館
 

申
し
込
み
先
 
金
田
町
保
健
係
 

一
一
、
七
〇
〇
円
 

電
話
②
〇
五
五
五
番
 

『

保

険
料

が

4

月

か

ら

 

引

上

げ

ら

れ

ま

し

た

』

 

国
 

民
 
年
 
金
 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
昭
和
 
あ
る
年
金
」
に
し
て
い
く
た
め
 

五
十
四
年
四
月
分
か
ら
、
 
ー
ケ
 

に
は
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
の
 

月
に
つ
き
三
、
三
〇
〇
円
に
改
 
引
き
上
げ
は
さ
け
ら
れ
ま
せ
 

め
ら
れ
ま
し
た
。
 

ん。 

国
民
年
金
で
は
、
皆
さ
ん
が
 

今
回
の
保
険
料
改
定
も
、
実
 

納
め
ら
れ
た
保
険
料
と
国
の
負
 
際
に
あ
な
た
が
年
金
を
受
け
る
 

担
金
（
保
険
料
二
に
対
し
国
庫
 
と
き
に
「
頼
れ
る
年
金
」
で
あ
 

負
担
一
の
割
合
）
を
老
齢
年
金
 
る
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
十
 

を
は
じ
め
と
す
る
年
金
の
支
払
 
分
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

財
源
に
あ
て
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
今
月
（
四
月
）
は
、
 

年
金
額
は
、
昭
和
五
十
四
年
 
昭
和
五
十
三
年
度
分
国
民
年
金
 

度
も
物
価
上
昇
に
あ
わ
せ
引
き
 
保
険
料
と
最
終
納
期
で
す
。
 

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
 

納
め
忘
れ
な
い
か
、
も
う
一
 

後
更
に
目
減
り
の
な
い
 
「
価
値
 

度
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

剣
道
部
員
募
集
 

あ
な
た
も
剣
友
会
に
入
部
し
 

て
、
剣
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
 

か。 
⑥
 
資
 

格
 

小
学
校
四
年
生
以
上
男
女
 

を
問
わ
ず
 

⑥
 
練
習
場
所
 

金
田
中
学
校
体
育
館
 

⑥
 
練

習

日

 

毎
週
木
曜
日
第
一
、
三
 

月
曜
日
 

⑥
 
募
集
期
間
 

四
月
末
ま
で
 

⑥
 
時
 

間
 

午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
 

⑥
 
会
 

費
 

学
生
 

三
百
円
 

一
般
 

五
百
円
 

ノ
 

⑥
申
し
込
み
先
 
問
い
合
せ
先
 

金
田
町
本
町
 

占
 
部
 

敏
 

電
話
②
〇
二
〇
二
番
 

こ
利
用
の
方
は
早
目
 

に
申
し
込
み
を
 

財
団
法
人
福
岡
県
中
小
企
業
 

設
備
貸
与
協
会
で
は
、
本
年
度
 

最
後
の
設
備
貸
与
制
度
利
用
者
 

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
．
 

設
備
貸
与
制
度
と
は
、
中
小
 

企
業
者
の
方
が
、
企
業
の
近
代
 

化
、
合
理
化
を
す
す
め
る
た
め
 

の
機
械
を
購
入
し
た
い
時
、
協
 

会
が
希
望
さ
れ
る
機
械
を
、
機
 

械
取
扱
い
業
者
か
ら
購
入
し
、
 

こ
れ
を
長
期
で
低
利
の
割
賦
に
 

よ
り
中
小
企
業
者
の
方
に
買
取
 

っ
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
の
お
も
な
内
容
什
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

一
、
貸
与
限
度
額
 

一
企
業
千
二
百
万
田
 

二
、
貸
与
の
期
間
 

四
 
年
 
半
 

三
、
返
済
方
法
 

均
等
半
年
賦
払
 

四
、
貸
与
損
料
 

（
利
息
）
年
五
％
 

五
、
利
用
資
格
 

県
内
に
工
業
が
あ
り
一
在
 

以
上
の
事
業
実
績
の
あ
ス
 

中
小
企
業
者
 

六
、
そ
の
他
、
詳
し
い
事
は
、
 

最
寄
り
の
商
工
会
議
所
、
 

商
工
会
ま
た
は
本
協
会
に
 

お
尋
ね
下
さ
い
。
 

（
財
）
福
岡
県
中
小
企
業
設
備
岱
 

与
協
会
（
福
岡
県
商
工
割
 

通
商
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荒
牧
 

正
敏
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右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
L
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
か
 

の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 


